
令和４年度 事業報告 

 

「文化芸術で歓びと希望を感じるまちづくり」の運営理念のもと、入間市文化創造アト

リエの指定管理業務及び法人独自の事業を展開した。 

新型コロナウイルス感染症の影響は３年目となった。イベント開催や利用人数などに制

限が課せられ、利用にあたっても感染対策を十分に行った。 

コロナ禍の中でも文化芸術の持つ役割の重要性を考え、積極的に事業開催、安心安全な

活動の場の提供に努めた。結果として、来館者は前年の 10,000人多い 35,867人となった。 

 

１．文化創造事業の概要 

事業実施に当たっては「プラン推進会議」で計画を共有し、「ひとづくり」「魅力づくり」

「芽づくり」「まちづくり」の各事業をディレクター、スタッフが協調して行った。事業計

画は、単年度ではなく長期的な視点に立ち運営方針に沿って立案している。 

コロナ感染症の影響は、新しい生活様式に対応した事業を考える良い機会にもなった。

「遠くより住む地域を」のテーマのもとファミリー層を対象にした「こどもひろば事業」

は多くのこどもたちが集まり効果を得たと感じた。 

 

 [指定管理における文化創造事業] 

事業計画は、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例と運営方針に基づき、各分野の

ディレクターと事務局が企画立案し実施した。コロナウイルスの影響で昨年同様、すべて

の事業において、多数の集客は控え感染対策を講じて開催した。 

事業別については下記のとおりである。 

① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを積

極的に育てていく企画を行っている。「クラシック音楽レクチャー」では、バッハに

ついて武蔵野音高の生徒さんの演奏付きで学習した。受講者の学習意欲を感じた。そ

の他、将来のディレクター候補の発掘と育成、公演、イベントなどに当たって案内や

誘導、撤収作業など運営に関わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「アミーゴライブ」「落語会」「夕涼みライブ」「おいしい朝

コンサート」など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提供した。「朝コンサート」は、

庭でコーヒーを出すなど、コロナ禍でもアミーゴでの楽しさや居心地の良さを失わせ

ることのないよう対応に工夫した。染織工房は昨年と比較し 25％増の体験者があった。

市民の文化活動に対する参加意欲の強さを感じた。 

③ 「芽づくり」事業では、「ドラマ工房」「子ども事業」などを実施した。「ドラマ工房」

は、公募市民で作る「劇団アミーゴ」の稽古を通し、公演を実施するものである。コ

ロナ禍の中、稽古に励んで上演に漕ぎつけた。三月の本公演は非常に好評であった。

「子ども事業」では、「ハロウィン 2022」「ハッピークリスマス 2022」のほか「縁日」

「夏祭り」を行った。地域のファミリーをターゲットに新しく企画したものであるが、

手ごたえを感じた。 



④ 「まちづくり」事業では、「アートな春フェス」は昨年に続き、内容を縮小して開催

した。「クラフトフェア」も４年ぶりに、やはり規模縮小で実施した。埼玉県芸術文

化祭の参加事業でもあり、大野元裕埼玉県知事も来訪され励まされた。 

「スタンプラリー」「日曜マーケット」「街かどインフォ」などの事業も行った。こ

の２年間、コロナ禍でアウトリーチ事業がほとんど実施できなかったが、今年度は公

民館３館で落語会、西武中学校で古典芸能鑑賞会(落語）を開催するなど、施設外での

文化芸術の提供機会も再開できた。 

コロナ禍で遠くよりも住む地域に関心を寄せる傾向が強くなっている現状に、今後

も身近で楽しめる施設づくりを目指したい。 

 

[法人独自の事業] 

指定管理業務である文化創造事業のほか、長年培った事業ノウハウをもって、多くの

NPO 法人独自の事業を行った。 

本年度は、子どもゆめ基金の助成事業「Fun！AMIGO！体験ひろば」、埼玉県文化振

興基金の助成事業「映画づくり体験ワークショップ」を開催した。夏休み出かけられなか

った子どもが多かったこともあり、多くの申し込みがあり盛況であった。また、地域活性

化を図るために入間市ロケーションサービス推進事業の委託を受け、ロケーション撮影の

誘致、支援を行った。 

 

【ボランティアの受け入れ】 

  大妻女子大学児童学科の学生をアミーゴの子ども対象事業「 7/30， 8/2，

8/5Fun!AMIGO!」「8/3 映画づくり体験ワークショップ」「10/30 ﾊﾛｳｨﾝ」「12/18 ﾊｯﾋﾟｰ

Xmas」にボランティアとして受け入れた。(各 3 人) 

 

２．アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

①施設運営 

市民ニーズに対応した窓口サービスを心がけ、利便性を考えた貸館運営を行った。 

新型コロナウイルス感染症の影響で事業の縮小及び利用人数の制限などが続いたが、事業

の工夫や利用者の協力、理解よって利用コマ数、利用人数ともに前年を大きく上回った。

また、大きな問題もなく業務が遂行できた。 

 

②見学等対応 

希望する団体に施設及び運営の説明紹介を行った。（小学校 7 校、他 9 団体） 

コロナ感染症の影響も減少し、多くの見学があった。 

 

③修繕、清掃美化 

・来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、清

掃美化に努めた。修繕では、スタジオ周りの枕木の交換、水銀灯の交換、サロン棟屋根

の塗装等を行った。 

 



・ガーデンボランティア活動 

 館庭美化のため、ボランティアにより除草作業を月２回程度１０回行った。その他、個々

で都合をつけて除草作業を行うなどボランティアのご協力で、館庭の美化が図られた。

各回 10～15 人の参加があった。 

西武中学校の生徒さんが参加するなど活気ある活動ができた。 

 

３．広報活動 

・ホームページ、フェイスブック、ツイッターなどによる情報提供を常時行った。 

・広報紙「赤いのこぎり屋根」を３回発行した。 

・事業チラシ、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞ(A5 版)を発行した。 

・キャラクター「アミちゃん」をチラシなど広報等に利用。 

 

＊このほか様々なメディア、雑誌に取り上げられた。 

 


